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●広域的連携交流・活力ある地域づくり

●安全・安心な地域づくり

●美しさと自然豊かな文化の香りがする地域づくり
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●信濃川大河津可動堰改築

●黒埼拡幅

●明石自転車歩行者道

●くらしのみちゾーン（新潟市豊照入舟地区）

●●新潟港海岸（西海岸地区）

●信濃川左岸緑地

●西川下流域雨水対策

●東京税関新潟税関支署東港出張所

●●新潟第２地方合同庁舎

●●下新川海岸

●神通川水系井田川大坪用水堰改築

●柳谷上流砂防えん堤群

●常願寺川水辺の楽校

●大野川

●金沢外環状道路（Ⅱ期）

●●金沢地区交通対策

●鳴和電線共同溝

●金沢港漂砂対策と航路泊地

●●横川ダム

●阿賀川狭窄部改修

●千曲川百々川樋門改築

●●国営越後丘陵公園

●●石川海岸

●平湯川砂防樹林帯整備

●●七尾港耐震強化岸壁

●●七尾第２地方合同庁舎

●富山高岡バイパス

●姫野能町線

●●高岡駅地区交通結節点改善事業

●敦賀港耐震強化岸壁

●●魚津港港湾拡張　

●ＪＲ北陸本線連続立体交差事業（富山駅付近）

●伏木富山港臨港道路（富山新港東西線）

●大倉バイパス

●福井港海岸

●●姫川港港湾拡張

●●穴水道路

●●●巻バイパス

●堀之内消流雪導入事業

●谷屋地すべり

●中宿海岸

●上越市新幹線新駅地区

●魚野川床固工群

●猪谷楡原道路

●城端拡幅

●尾小屋布橋バイパス

●●白山ろくテーマパーク
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大河津可動堰改築を推進
お お こ う づ か ど う ぜ き

～著しく老朽化した施設の改築及び流下能力不足の解消～
信濃川水系大河津分水路（新潟県西蒲原郡分水町）

にしかんばらぐんぶんすいまち

１．事業の概要
１）目 的
大河津可動堰は、信濃川と大河津分水路の分派点に位置し、昭和６年に完成して以来、洗 堰とと

あらいぜき

もに大河津分水の根幹的施設(分流制御施設)として、治水，利水機能等に大きな役割を果たしてきて
います。しかし、設置後７０年以上経過し、施設本体の老朽化が顕著となるとともに、敷高等の影響
により流下能力不足が生じており、その抜本的対策が急務となっています。
可動堰が倒壊すると、信濃川に水が流れなくなり、越後平野の利水に甚大な被害をもたらすだけで

はなく、治水上も洪水時の右岸堤の破壊につながり、下流域に甚大な被害をもたらす可能性があるた
め、可動堰の改築が必要となっています。

２）全体計画
堰本体改築、低水路掘削 等

２．事業の経緯
平成15年度に「特定構造物改築事業」により、改築事業に着手しています。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、堰下流河道掘削に着手します。

固定堰

可動堰

新洗堰

大
河
津

分
水
路

信濃川

信濃川

越後平野

日本海

（平成14年９月撮影）大河津分水全景

固定堰

可動堰

新洗堰

大
河
津

分
水
路

信濃川

信濃川

越後平野

日本海

（平成14年９月撮影）大河津分水全景（平成14年９月撮影）大河津分水全景

70年以上を経過した大河津可動堰70年以上を経過した大河津可動堰
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堀之内消流雪用水導入事業を完成
～冬期の安全で快適な暮らしを実現～
信濃川水系魚野川（新潟県北魚沼郡堀之内町）

き た う お ぬ ま ぐ ん ほ り の う ち ま ち

１．事業の概要
１）目 的
北魚沼郡堀之内町は、年平均の最大積雪深は２ｍ以上にも達し、日最大降雪深が１ｍ以上を記録す

ることもある新潟県内でも屈指の豪雪地帯です。これまで雪処理のため、市街地を流れる与越川・旧
与越川を雪捨て場として使用してきましたが、冬期の流量が少ないため投雪した雪が堆雪して浸水被
害が生じていました。
このため、浸水被害を防止し冬期間の生活環境の改善を図ることを目的として、冬期間水量の豊富

な魚野川から与越川・旧与越川に消流雪用水を導水する消流雪用水導入事業を実施しています。

２）全体計画
取水工、ポンプ設備、導水路工 等

２．事業の経緯
平成13年度の着手以降、取水工、導水路工等を実施しています。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、ポンプ設備、導水路工を実施し、一連の整備を完成させます。

旧与越川の浸水状況
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魚野川床固工群の整備推進
～新潟県南魚沼郡湯沢町～

１．事業の目的
１）目 的

魚野川は、リゾート開発に伴い渓流沿いにもマンション、フィッシングパーク等が開発

され地域の資産価値が高まっている。一方、平成１０年９月に発生した出水に伴い、マン

ションの基礎洗掘やＪＲ線付近の渓岸侵食等の問題が発生しており、魚野川流域は、未だ

、 。土砂災害に対して危険が高く 再度災害防止の観点から集中的な整備が求められています

湯沢町では、毎年観光客が７００万人以上訪れており、アクセスとして関越自動車道・

ＪＲ上越線・国道１７号等が整備されている。これ

らの重要交通網の保全及び湯沢町土樽自然公園計画

等と併せ、地域振興を推進する魚野川床固工群の整

備を推進します。

また、三俣地区において土石流危険渓流の水無川

で水無沢川第３号砂防えん堤を整備し、観光拠点の

三俣地区や国道１７号の保全を図ります。

H10.9出水被災状況（マンション基礎洗掘）

２）全体計画

事業計画：魚野川床固工群（流路延長５．８㎞、床固工、帯工、護岸工等）

水無沢川第３号砂防えん提１基

２．事業の経緯
平成４年度 魚野川床固工群に着手

平成14年度 水無沢川第３号えん堤に着手

３．平成16年度の実施内容
・魚野川床固工群

床固工２基、護岸工、東橋架替

・水無沢川第３号砂防えん提

水無沢川第３号砂防えん提（三俣地区）

水無沢川第３号砂防堰堤

国道１７号
線水

無
沢

川

清
津
川

至
東
京

至
新
潟

水無沢川第３号砂防堰堤水無沢川第３号砂防堰堤

国道１７号
線水

無
沢

川

清
津
川

至
東
京

至
新
潟
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中 宿
なかしゅく

海岸局部改良事業に新規着手 
新潟県
にいがたけん

糸魚川市
いとい が わ し

中宿
なかしゅく

 
 
１．事業の概要 
  中宿海岸は、新潟県南西部の糸魚川市位置するに日本海に面した海岸です。 
平成 15 年 12 月 19 日～20 日にかけての暴風・高波により、中宿地区では民家 2棟が床上
浸水、住宅 5 棟、倉庫等 20 棟が一部損壊し、12 世帯 33 人が自主避難したほか、国道 8
号が通行止めとなるなど甚大な被害が発生しました。 
このような状況から、人家や国道への越波被害等を防止するため、波浪制御施設であ
る離岸堤の整備に着手します。 
 
２．事業の内容 
事業期間：平成 16年度～平成 17 年度 
事業延長：150m 
全体計画：離岸堤 1 基 

   
３．平成 16 年度の実施内容 
  離岸堤整備に着手します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業箇所（平成 11 年 4月撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 被災状況（平成 15年 12 月撮影） 

事業区間 

国道 8号 

ＪＲ北陸北線 
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一般国道８号 大野大橋(黒埼拡幅)の完成
お お の く ろ さ き

新潟県新潟市～白根市
に い が た し ろ ね

１．事業の概要
黒埼拡幅は、一般国道８号の新潟市から白根市間の交通混雑の解消を目的とした、新
くろさき にいがた し ろ ね

潟県新潟市下山田から白根市下塩俵に至る延長約４．１ｋｍの道路です。
にいがた しもやまだ し ろ ね しもしおだわら

２．事業の経緯
昭和４７年度に事業着手し、同年度に用地買収、昭和４９年度に工事着手しており、

これまでに延長約３．５ｋｍの完成４車線供用をしております。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、大野大橋（L=142m）を含む、新潟市大野町から白根市下塩俵間の延

おお の にいがた おおのまち し ろ ね しもしおだわら

． 、 、 。長約０ ６ｋｍについて 橋梁・舗装工事を推進し 全線完成４車線供用する予定です

平成１６年度供用に向け工事の進む大野大橋
（白根方向から新潟方向を望む）
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一般国道116号 巻バイパスの部分供用
ま き

新潟県西蒲原郡巻町
に し か ん ば ら ま き ま ち

１．事業の概要
巻バイパスは、一般国道１１６号の巻町市街地部の交通混雑の解消を目的とした、新
まき まきまち

潟県西蒲原郡巻町下和納から同町中郷屋に至る延長約４．９ｋｍの道路です。
にしかんばら まきまちしもわのう なかごうや

２．事業の経緯
平成元年度に事業着手し、平成４年度に用地買収、平成７年度に工事着手しておりま

す。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、巻町赤鏥から同町中郷屋間の延長約３．３ｋｍについて、改良・橋

まきまちあかさび なかごうや

梁・舗装工事を推進し、暫定２車線供用する予定です。

平成１６年度供用に向け工事の進む巻バイパス
（新潟方向から柏崎方向を望む）



35001000

透水性舗装

視覚障害者誘導用
ブロック設置

1.0％

500 2000 2000

横断歩道接続部
融雪装置設置
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バリアフリー対策の推進
一般国道７号 明石自転車歩行者道

あ か し

新潟県新潟市
に い が た

１．事業の概要
、 、 、明石自転車歩行者道は 公共施設や商業施設が集中し 自転車や歩行者の交通が多く

快適で誰もが利用しやすい歩行空間の形成を目的とした、東大通交差点から栗の木橋交
ひがしおおどおり く り の き ば し

差点に至る延長約０．９ｋｍの事業です。

２．事業の経緯
平成１３年度に「新潟駅前地区 交通バリアフリー検討委員会」を設置し、交通バリ

アフリー法に基づき、地域の方々や公安委員会と意見交換を行いながら検討を進め、平
成１５年度には、新潟市が策定した「交通バリアフリー基本構想」の特定経路に選定さ
れています。

３．平成１６年度事業の概要
平成１６年度は、新潟中央郵便局から明石１交差点間約０．４ｋｍについて、改良工

事を推進します。

バリアフリー化された自歩道

横断歩道接続部の融雪

横断歩道接続部の段差解消
（段差２cm） 横断歩道接続部の融雪効果

横断歩道内
視覚障害者誘導用シート設置

供用前 供用後断面図
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一般国道 117 号 大倉
おおくら

バイパスの事業促進 
新潟県中魚沼

なかうおぬま

郡津南
つな ん

町芦ヶ崎
あしがさき

 
 
１．事業の概要 

大倉
おおくら

バイパスは、津南町芦ヶ崎地区における狭小な幅員を解消し、安全で円滑な交
通の確保を目的とした延長約１．６ｋｍの事業です。 

 
２．事業の経緯 
   本事業は、平成１１年度に事業着手し、平成１２年度に用地買収、平成１３年度に
工事着手しております。 
 
３．平成１６年度事業の内容 
   平成１６年度は、大倉

おおくら

トンネル（L=885m）の工事に着手します。 

 
終点側トンネル坑口（十日町市側）を望む 

 

大倉バイパス L=1.6km

大倉トンネル

至十日町市 

至長野市 
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くらしのみちゾーン 豊照入
と よ て る い り

舟
ふ ね

地区 
新潟県新潟市 

 
1.事業の概要 
  身近な生活道路において、車よりも歩行者・自転車の安全・快適な利用を優先し、地
域の方々と協働で質の高い生活空間を創出する「くらしのみちゾーン」として、先導的
な取組を進めます。 
 
2.事業の経緯 
  平成１５年６月３０日に、「くらしのみちゾーン」として地区登録されています（全国
４２地区）。平成１５年度は、「みち歩き点検」等を行うなど地域の方々と協働して計画
づくりを行っています。 
 
3.平成 16 年度実施概要 
  平成 16年度は、歩行者の交通安全確保を図るため、歩車共存道路の整備に着手します。 
 
                         

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

新潟市 

東
堀
通
り

横七番町通り

広
小
路

川
端
町
入
船
線

東
堀
通
り

横七番町通り

広
小
路

川
端
町
入
船
線

豊照入舟地区：63ha 

（市）中央 3-112 号線 

（市）中央 3-115 号線 

信濃川 

歩車共存道路の整備 

豊照小学校 



11

新潟港海岸（西海岸地区）の整備推進
新潟港海岸：新潟県新潟市

１．事業の概要
新潟港海岸（西海岸地区）は、著しい侵食傾向にある海岸であったことから侵食

対策工事が行われてきました。しかし、日本海側特有の冬季波浪により施設前面の
海底が侵食され崩壊の危険があったことから、恒久的な対策と併せて快適で潤いの
ある海岸環境の創出が可能となる「面的防護工法」により整備を行っています。

２．事業の経緯
新潟港海岸（西海岸地区）は、大規模な面的防護工法の先駆として昭和６１年度

より直轄による侵食対策事業に着手して以来 「国土保全」という観点から着々と、
整備が進んでいます。一方、市民からは過去に失われた白砂青松を蘇らせて「憩い
の場としての海岸」を創出することが強く求められており 「ふるさと海岸整備事、
業」として快適な海岸空間の創出に向けて事業を進めており、平成２８年の完成を
目指しています。

３．平成１６年度事業の内容
突堤・離岸堤(潜堤)および護岸(養浜)の整備推進を図ります。

新潟港海岸（西海岸地区）イメージパース
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信濃川左岸緑地の整備推進 
新潟港：新潟県新潟市 

 
1.事業の概要 

 港に親しめる憩いの場を形成するとともに、河川事業により整備された緑地（やす
らぎ堤）との連続性を確保することにより、良好な親水空間を提供するものです。 
また、当緑地整備区間は、新潟市歴史博物館（愛称：みなとぴあ）が３月２７日に
開館したことから、来訪者に対して良好な水辺空間を提供するため、早期完成を目指
した整備を進めています。 
 
 

2.事業の経緯 
 平成元年に事業に着手し、平成 10 年 3 月に一部供用を開始しました。引き続き、未
供用部分の早期供用を図るため、護岸、遊歩道等について整備を進めて行きます。 

 
 
3.平成 16 年度事業の内容 
 平成１６年３月２７日に開館した新潟市歴史博物館前面の護岸整備推進を図ります。 
 
 

 

 
信濃川左岸緑地周辺の現況 

 

信濃川左岸緑地 

朱鷺メッセ 新潟市歴史博物館 
(愛称：みなとぴあ) 

 

万代橋 

柳都大橋 

やすらぎ堤 
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港 湾 拡 張 整 備 の 促 進
～静脈物流拠点港(リサイクルポート)の整備促進～

姫川港：新潟県糸魚川市

１．事業の概要
姫川港は、平成１５年４月にリサイクルポートの指定を受け、静脈物流拠点港と

しての整備を進めています。廃棄物をセメント焼成炉やバイオマス発電等に利用し
ており、循環型社会の構築の一翼を担っています。
また、周辺地域から豊富で良質な石灰石が産出されることから化学工業、セメン

ト工業が発展しており、取扱貨物量も年々増加しており、その増加する貨物量やセ
メント船の大型化に対応するため、岸壁（－１０ｍ）の整備と航路・泊地の増深、
拡幅を進めています。

２．事業の経緯
平成１０年度に事業に着手し、平成１３年度に岸壁（－１０ｍ）を完成供用しま

した。引き続き、航路泊地の増深・拡幅、港の拡張について整備促進を図ります。

３．平成１６年度事業の内容
引き続き、護岸（防波 、防波堤（西 、航路（－１０ｍ 、航路（－１０ｍ）東） ） ）

防波堤撤去等の港湾整備、及び防塵柵の完成など、事業促進を図ります。

姫川港航空写真
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「野生ゾーン」の整備促進
国営越後丘陵公園

えちごきゅうりょう

１ 事業の概要
１）目 的
国営越後丘陵公園は、本州日本海側で初めての国営公園です。
雪国の特性に配慮し恵まれた自然環境や交通条件のもと「天に学び、地に遊び、人と集う、

越の里」を基本テーマに、自然環境を保全しつつ広域的レクリエーションや文化活動への対応
を図るべく整備を進めています。

２）全体計画
【位置、面積】 新潟県長岡市、約４００ｈａ
【 全 体 構 成 】 「健康ゾーン」(約120ha）、「文化ゾーン」(約100ha)、

「野生ゾーン」(約180ha)の３つのゾーン構成で整備

２事業の経緯
平成元年度に事業に着手し、平成１０年７月の一部開園以来、平成１５年７月までに、健康

ゾーン」の１１９．６ｈａを開園しています。入園者は、年々増加しており、平成１６年２月
末現在で、延べ１４５万人の来園者が訪れています。
また、平成１５年度には、「野生ゾーン」の整備に着手しました。

３ 平成１６年度の整備内容
「野生ゾーン」の整備を促進します。
「野生ゾーン」は、雪国里山の自然を活かし、自然観察等を通じて、自然を楽しみ、体験学

習を行う場として、３箇所のエリアに分けて整備を行います。
自然と楽しみながら里山の体験学習ができる「里山ふれあいエリア」から整備を推進します。

公園計画図
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西川
にしかわ

下流域の総合的浸水対策 
新潟県新潟市（公共下水道事業） 

１．事業の概要 
１）目 的 
新潟市は平成 10年 8月 4日の集中豪雨により西川下流部の坂井

さ か い

輪
わ

排水区及び小新
こ し ん

地区で床上・
床下浸水の湛水被害が発生しました。そこで、緊急的かつ恒久的な雨水対策として、下水道による
雨水排除の整備水準を５年確率から 10 年確率に引き上げ、今後の浸水被害の抑制を図るべく平成
11年度より国土交通省、新潟県、新潟市の各管理者が一体となって施設整備を行っています。 
平成 16年度に小新ポンプ場が完成し一部区域の浸水被害軽減が図られますが、さらに整備区域
を拡大するため、事業計画を前倒しして雨水バイパス管整備を延伸します。 

２）全体計画 
・新潟市  雨水バイパス管  管径φ3750mm延長  650m（H11～H14） 
               管径φ3500mm延長 2,617m（H12～H18） 
                              管径φ3000mm延長 285ｍ（Ｈ16～Ｈ17） 

        小新ポンプ場   排水能力 25ｍ3/秒 （H12～H16） 
  ・国    西川第二排水機場の新設（排水能力 25ｍ3/秒） 
  ・新潟県  西川の河道改修（既設堤防の嵩上げ） 

２．事業の経緯 
平成 11年度より基本計画調査に着手 
平成 12年度より小新ポンプ場、雨水バイパス管の整備に着手 
平成 16年度小新ポンプ場完成予定 

３．平成１６年度事業の内容 
 前年度に引き続き小新ポンプ場と雨水バイパス管の整備を行い、事業の完了を図ります。 

 

整備後整備前 【H10年8月浸水実績】 

計道路冠水床下床上

浸水戸数(戸) 

浸水面積(ha)

359 

17

936

57

 

328

1295 

402

計道路冠水床下床上

浸水戸数(戸)

浸水面積(ha)

0 

0

255 

16

 

75

255 

91

坂井輪地区の湛水状況（Ｈ10年８月） 雨水専用バイパス管イメージ 



16

北陸新幹線開通に伴う新幹線新駅周辺の開発・整備
～上越市新幹線新駅土地区画整理事業の着手～
上越市新幹線新駅地区（新潟県上越市）

１．事業の概要
当該地区は上越市高田市街地の南部に位置し、ＪＲ信越本線脇野田駅を中心に既成

わ き の だ

。 、 、市街地が形成されています 市街化区域内には住宅 工場の土地利用が図られており
特定保留区域には住宅、農地が混在して無秩序に配置されている状態である。
本地区は北陸新幹線上越駅（仮称）の整備に伴い、広域的な駅利用者に対応する交

通結節機能の充実を図ると共に、駅前交通広場をはじめとする都市基盤整備を行い、
併せて商業業務を中心とした土地利用の促進を図る計画です。
また、関連事業において新幹線新駅と信越本線脇野田駅との乗継ぎ円滑化を図る観

わ き の だ

点から、信越本線を移設し一体駅としての整備を行う事により鉄道機能と道路機能の
充実が図られます。

２．事業の経緯
平成９年度 新都市市街地機能整備構想策定
平成11年度 新幹線新駅周辺整備計画策定
平成12年度 北陸新幹線の富山～長野間開業が概ね12年強後と発表される
平成14年度 12月より地域説明会を開催

３．平成16年度事業の内容
実施設計業務を行います。

位 置 図
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東京税関新潟税関支署東港出張所 
－ ＩＴ国家の実現に資する官庁施設の整備の推進 － 

 
１．事業の概要 
  現在の庁舎は、平成１１年に新潟県より新潟国際貿易ターミナルの一部を借用していました
が、近年、東港における外国貿易船の入港増加及び輸入通関処理件数の著しい増加に伴って年々
職員が増員されてきており、現在の庁舎では非常に狭隘な状況です。また、現在まで税関検査
業務に必要な税関専用の貨物検査場が整備されていなかったため、業務の遂行に著しい支障を
きたしていました。これらを解消するため、今回、貨物検査場と併せて庁舎を新営するととも
に、国際物流における行政手続きのシングルウインドウ化、２４時間フルオープン化を図るた
め、通関行政のＩＴ化推進に対応した庁舎の整備を行います。 

  庁舎建設地は、新潟県東港工業地帯に位置し、１５年度末に稼働するコンテナ貨物大型Ｘ線
検査場に隣接して建設する予定であり、これにより税関検査業務の一層の効率化と迅速化が図
られます。また、ＩＴ化に対応した庁舎の整備を行うことにより、行政情報の適切な処理・管
理・バックアップによる申請・届出等の諸手続の効率化が図られ、国民の利便性向上が図られ
ます。 

 
 
２．事業の経緯 
  平成１６年度 設計・工事着手 
    平成１７年度 工事完成予定  
 
 
３．平成１６年度事業の内容 
  平成１６年度は、設計に着手・完了させるとともに、工事に着手します。 
 
   敷 地 面 積   約１４，２９０㎡（県有地） 
     構造・規模    Ｓ－２  約２，１００㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟東港全景 
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新潟第２地方合同庁舎 
－ 防災拠点施設の整備の推進 － 

 
１．事業の概要 

新潟市内にある国の機関の多くが昭和３９年の新潟地震の直後に建設されたため、現在では
建設後３０年以上経過し、老朽化がそれぞれの施設で同時に進行しています。また、行政需要
の変化、増大によって狭隘化が進んでおり、北陸の中核都市の一つである新潟市の市内各官署
の行政サービスの低下は、より広域的なものとなります。 
この問題を解決し、さらに、集約・合同化による各官署間の連携強化、行政サービスの向上、

災害時の災害対策の連携と迅速化を図るとともに、近接する県庁・業務施設・商業施設と一体
となった複合的な都市拠点の形成に資することにより、まちづくりに寄与する官庁施設整備を
目指し、新潟第２地方合同庁舎の新営を実施します。 

 
 

２．事業の経緯 
平成８～１１年度 用地取得 
平成１３年度   全体配置計画・Ａ棟設計に着手 
平成１４年度   Ａ棟工事着手 
平成１７年９月  Ａ棟完成予定 

 
 
３．平成１６年度事業の内容 
  新潟第２地方合同庁舎は全体で５棟の庁舎からなっており、このうち北陸地方整備局及び新
潟地方法務局バックアップセンターが入居するＡ棟について、引き続き工事を推進します。 

 
敷 地 面 積   約５５，０００㎡ 
構造・規模   ＳＲＣ－８（免震構造） 約１６，４００㎡ 
 
 

 

新潟第２地方合同庁舎Ａ棟完成予想図 
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大坪用水堰改築 本体工事を推進
おおつぼようすいせき

～神通川支川井田川の治水安全度向上～
神通川水系井田川（富山県婦負郡八尾町）

ね い ぐ ん や つ お ま ち

１．事業の概要
１）目 的
昭和４１年に設置された大坪用水堰（農業用取水堰）は、神通川支川井田川の扇状地の扇頂部に位

置し、治水上重要な箇所に設置されていますが、堰高が高く、かつ固定堰のため洪水流下時のネック
となっています。
そのため、流下能力の向上を図ることを目的に可動堰に改築するものです。
改築にあたっては、八尾町で実施する「まちづくり総合支援事業」と連携を図りながら実施してい

ます。

２）全体計画
堰改築、築堤護岸、河道掘削 等

２．事業の経緯
平成14年度に「特定構造物改築事業」に採択され、改築事業に着手し、平成15年度より、堰本体工

に着手しています。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、引き続き堰本体工及びゲート製作等を実施します。

大坪用水堰

井
田
川
↓

大坪用水堰
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常願寺川水辺の楽校プロジェクトの整備推進
が っ こ う

本宮砂防えん堤の補強対策
ほ ん ぐ う

～富山県上新川郡大山町、中新川郡立山町～
か み に い か わ な か に い か わ

１．事業の目的
１）目 的

本宮砂防えん堤は、常願寺川中流域の狭窄部に位置し、堤長１０７ｍ、堤高２２ｍ、

貯砂量５百万立方メートル（日本最大）の砂防えん堤です。

本宮砂防えん堤は、昭和１２年に完成し常願寺川の基幹えん堤として、下流域の安全

確保に寄与してきました。一方、築造後６０年以上が経過し、施設の補強対策が必要と

なり、平成１１年度より副えん堤、護岸工等の整備を推進しています。

整備にあたっては、常願寺川における砂防事業や自然・文化・歴史等を学べる拠点と

なるよう「水辺の楽校プロジェクト」として地域の意見を踏まえ整備を推進します。

２）全体計画

事業計画：副えん堤補修、側壁・護岸、魚道工、観測橋

２．事業の経緯
昭和12年 本宮砂防えん堤完成

平成11年度 本宮砂防えん堤補強に着手

平成11年8月 国の登録有形文化財に登録

平成13年1月 水辺の楽校プロジェクト登録

完成イメージ図

３．平成16年度の実施内容
えん堤下流の左岸側の魚道を実施し、一連の整備を推進します。
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透 過 型 有 脚 式 突 堤 ２ 基 目 を 完 成
と う か が た ゆ う き ゃ く し き と っ て い

～新工法による海岸侵食対策～
下新川海岸（富山県黒部市）
しも に い か わ く ろ べ

１．事業の概要
１）目 的
下新川海岸生地地先は、海底勾配が１／３程度と極端に急勾配であり、富山湾特有の「寄り回り

い く じ

波」をはじめとする高波浪のエネルギーは減衰することなく海岸に押し寄せ、侵食の大きな原因と
げんすい

なっています。また、侵食は海岸線のみでなく水深約１５～２０ｍ地点においても進行しているこ
とが明らかになっています。
生地地先周辺の背後地は家屋連担地域であり、侵食や越波に対する安全性を確保することが急務

となっていることから、波浪を制御し、前浜を確保するため、透過型有脚式突堤を整備します。

※ 透過型有脚式突堤：供給土砂（沿岸漂砂）を遮断することなく波浪を制御し、急勾配海岸で
えんがんひょうさ

も設置が可能なように考えられた新工法。

２）全体計画
透過型有脚式突堤（L=50m）

２．事業の経緯
工法検討会の結果を踏まえ、平成12年度より透過型有脚式突堤整備事業に着手し、平成14年度に

１基目が完成。引き続き、平成15年度より2基目に着手しています。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、2基目の透過型有脚式突堤を完成させます。

上空より望む生地地先

←１基目

←２基目（H16完成）
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H14.11 地すべり災害対策のフォローアップ 
～谷屋地区特定緊急地すべり対策事業に着手～ 

富山県氷見市 

 
１．事業の概要 
１）目 的 

谷屋
た に や

地区では、平成１４年１１月に長雨による地盤の脆弱化
ぜいじゃくか

が原因とみられる地

すべりが発生し、人家２戸が全半壊する等の被害が起こりました。 

  このため、平成１４年度災害関連緊急地すべり対策事業により緊急対応として、

押さえ盛土、集水井・集水ボーリング等を施工し、地すべりが発生した斜面の当面

の安定化を図ってきたところです。 

しかしながら、地すべりの頭部滑落崖
かつらくがい

付近や近隣斜面では、地形・地質等の状況

から地すべり発生が懸念されることから、特定緊急地すべり対策事業に着手し、抑

止杭工や集水井・集水ボーリングを施工することにより周辺斜面も含めた対策を行

い、再度災害の防止を図ります。 

 

２）事業計画 

事業期間：平成 16年度～平成 18 年度 

主な工種：抑止杭工、集水井・集水ボーリング工、横ボーリング工 

 

２．事業の経緯 
   ○平成 14 年度  災害関連緊急地すべり対策事業に着手 

   ○平成 16 年度  特定緊急地すべり対策事業に着手 

 

３．平成 16 年度の実施内容 
平成 14 年に地すべりが発生した斜面頭部で抑止杭工 Ｎ＝45 本、横ボーリング工

Ｌ＝315ｍを実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地すべり発生時 

被災した家屋 災害関連緊急地すべり対策事業が進む谷屋地区 
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一般国道８号 下田立体(富山高岡バイパス)の
と や ま た か お か

整備推進
富山県高岡市

た か お か

１．事業の概要
富山高岡バイパスは、一般国道８号の富山市から高岡市間の交通混雑の解消を目的と
とやまたかおか と や ま たかおか

した、富山県富山市金泉寺から高岡市四屋に至る延長約２４．８ｋｍの道路です。
とや ま きんせんじ たかおか よ つ や

２．事業の経緯
昭和４１年度に事業着手し、昭和６２年度までに全線供用を行っている。また、平成

１０年度より、主要渋滞ポイントである下田交差点の立体化を図るべく用地買収・改良
し も だ

工事を推進しており、平成１４年度までに用地買収を完了しております。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、下田交差点の立体化に向け、橋梁工事を推進します。

しも だ

早期供用に向け工事の進む下田交差点立体化
（新湊方向から小矢部方向を望む）

至　新湊市

至　小矢部市

下田交差点
主要地方道　 高岡環状線

一
般
国
道
８
号
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一般国道41号 猪谷楡原道路の整備推進
い の た に に れ は ら

富山県上新川郡大沢野町～婦負郡細入村
か み に い か わ お お さ わ の ま ち ね い ほ そ い り

１．事業の概要
猪谷楡原道路は、一般国道41号の事前通行規制区間（連続雨量120mm）の解消、幅員
いのたににれはら

狭小による除雪障害等の解消を目的とした、富山県上新川郡大沢野町猪谷から婦負郡細
かみにいかわ おおさわのまちいのたに ね い ほそ

入村楡原に至る延長約６．６ｋｍの道路です。
いり にれはら

本道路は、地域高規格道路「富山高山連絡道路」の一部であり、平成８年度に整備区
と や ま たかやま

間に指定されております。

２．事業の経緯
平成９年度に事業着手し、平成１３年度に用地買収、平成１４年度に工事着手してお

ります。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、細入村庵谷から同村楡原間の用地買収を完了し、改良工事を推進す

いおりだに にれはら

るとともに、橋梁工事に着手します。

早期供用に向け工事の進む猪谷楡原道路
（高山方向から富山方向を望む）

←神通川

至　高山市

至　富山市

庵谷地区

猪谷地区

一
般
国
道
　
号
41



 25

一般国道 304 号 城端拡
じょうはな

幅の部分供用 
富山県東砺波

ひがしとなみ

郡城端町
じょうはなまち

出
で

丸
まる

～同町南 町
みなみちょう

 
 
１．事業の概要 

     城端拡幅は、城端町の中心市街地の新しい街並み整備を支援し、幅員の狭い区間を
解消し、安全で円滑な交通の確保を目的とした延長１．３ｋｍの事業です。 

 
２．事業の経緯 
   本事業は、平成７年度に事業着手し、平成８年度に用地買収、平成９年度に工事着
手しており、これまでにＬ＝０．８ｋｍを供用しております。 

 
 
３．平成１６年度事業の内容 
   平成１６年度は、改良工事を促進し、新町

しんまち

地区Ｌ＝０．１ｋｍを完成２車線の部分
供用する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     未整備地区（新町地区） 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
                          整備済み地区（西上地区） 

 
 
 
 
 
 
 

道路整備後 
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一般県道姫
ひめ

野
の

能町
のうまち

線の整備促進 
富山県高岡市 

 
 
１．事業の概要 

    一般県道姫野能町線は、庄川
しょうがわ

渡河部における交通混雑の緩和を目的とした高岡市中曽根
な か そ ね

 

から同市能町
のうまち

に至る延長約２㎞のバイパス事業です。 
 

２．事業の経緯 
  本事業は、平成 11 年度に事業化し、平成 12 年度に用地買収、平成 13 年度に工事に着手
しています。 

 
３．平成 16 年度事業の内容 

  平成 16年度は、用地買収を促進するとともに、庄川に架かる（仮称）牧野
ま き の

大橋
おおはし

(L=403m)
の下部工に着手します。 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧野大橋（仮称）完成予想図 
 

至 氷見市

至 富山市 

牧野大橋（仮称）

庄川 

高新大橋 

一般国道 415 号 

一般国道８号 

一般県道能町枇杷首線 
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臨港道路(富山新港東西線)の整備推進
～新湊大橋（仮称）～

伏木富山港：富山県新湊市

１．事業の概要
１）目的
伏木富山港新湊地区において分断されている港口部を結び、港湾関連交通の円滑な
処理を図ります。

２）諸元
○計 画 延 長：約３，６００ｍ ○車 線 数：２車線( ×２車線)3.5m
○主橋梁部形式：５径間連続複合斜張橋○桁 下 空 間：最高水面＋４７ｍ
○設 計 速 度：５０ｋｍ／ｈ ○最急縦断勾配：４．０％以下

２．事業の経緯
平成９年度より現地交通量調査、交通需要予測、地盤調査、土質調査、予備設計

等を実施し、経済性、利便性および技術的課題についての検討を行い、平成１４年
度に現地着手しています。

３．平成１６年度事業の内容
東西アプローチ部下部および東西側径間下部等の整備を推進します。

伏木富山港(新湊地区)新湊大橋(仮称) イメージパース
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港 湾 拡 張 整 備 の 促 進
魚津港：富山県魚津市

１．事業の概要
港湾貨物量の増加ならびに漁協の統合など漁業形態の変化に対応するため、岸壁

の大型化、拡張整備を進めています。
また、周辺は蜃気楼のビューポイントであり、良好な港湾環境を創出するため環

境緑地の整備も進めています。

２．事業の経緯
平成６年度に事業に着手し、岸壁（－４．５ｍ）と背後のふ頭用地については、

平成１６年１月２６日に魚市場の完成と合わせて一部暫定供用を開始しています。
引き続き港の拡張整備を実施していきます。

３．平成１６年度事業の内容
護岸（防波 （２ 、泊地（－４．５ｍ 、泊地（－５ｍ 、道路（北２号）及び緑） ） ） ）

地の整備促進を図ります。

魚津港 航空写真 （平成１５年４月撮影）

現況写真(H16.1) -4.5m岸壁・魚市場：H16.1.26供用開始

護岸(防波)(2)

泊地(-5.0m)(防波堤撤去)
道路(北２号)

泊地(-4.5m)
泊地(-5.0m)

岸壁(-4.5m)<補助・H14完了・供用H16.1.26 >

魚市場<H15完了・供用H16.1.26>

護岸(防波)(2)

泊地(-5.0m)(防波堤撤去)
道路(北２号)

泊地(-4.5m)
泊地(-5.0m)

岸壁(-4.5m)<補助・H14完了・供用H16.1.26 >

魚市場<H15完了・供用H16.1.26>
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ＪＲ北陸本線等連続立体交差事業(富山駅付近)着工準備 
－ 平成１６年度から着工準備に取りかかります － 

 
 

１．事業の概要 

１）目 的 
ＪＲ北陸本線等の富山駅付近の鉄道を高架化することにより、富山駅付近の鉄道と交差する道路
の渋滞を解消し、都市交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による都市の活性 
化を図ります。 

２）計画概要 
  ・事業主体  富山県 
・区  間  富山市明輪

めいり ん

町
ちょう

～同市
 あ

曙町
けぼのちょう

 
  ・延  長  約 ２ ｋｍ 
 
２．事業の経緯  
  ○ 平成 15年度 連続立体交差事業調査(補助) 
 
３．平成１６年度の実施内容 
  着工準備箇所として新規採択を受け、鉄道高架 
化のための予備設計に着手します。 
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高 岡 駅 地 区 交 通 結 節 点 改 善 事 業 
－ 平成１６年度から駅周辺整備に着手します － 

 
 

１．事業の概要 

１）目 的 
高岡駅におけるＪＲと路面電車･バス等との乗換えの効率化、駅北側の中心市街地と南側の新市
街地の連絡を強化し、公共交通機関の利用促進と交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地
の一体化による都市の活性化を図ります。 

 
２）計画概要 
  ・事業主体  高岡市 
・整備内容  ① 北口駅前広場の拡張整備（現在の約 9,500㎡を約 11,350㎡に拡張） 
       ② 南北自由通路の新設整備（幅員 12ｍ、延長約 100m） 
       ③ 北口歩行者デッキの新設整備 
       ④ 南口駅前広場の改良整備 

 
２．事業の経緯  
  ○ 平成 16年度 交通結節点改善事業地区として新規採択 
 
３．平成１６年度の実施内容 
  北口駅前広場、南北自由通路及び北口歩行者デッキの設計に着手します。 
 
 

（高岡駅地区交通結節点改善事業 整備イメージ） 
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直 轄 石 川 海 岸 を 延 伸
～安全で快適な海岸の保全と創出～
石川海岸（石川県小松市・加賀市）

こ ま つ し か が し

１．事業の概要
１）目 的
小松海岸、片山津海岸は石川県の小松市、加賀市にわたる海岸で、侵食が著しく、毎年のように護

岸等の被災を受けています。
そのため、小松海岸、片山津海岸について、直轄石川海岸の延伸区間として、平成１６年度より直

轄工事に着手し、抜本的な侵食対策を行います。

２）全体計画
人工リーフ 等

２．事業の経緯
平成１６年度より直轄による海岸保全施設整備に着手します。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は小松海岸において１基目の人工リーフに着手します。

小松海岸での被災状況（平成12年１月）

片山津海岸での越波状況（平成14年１月）

小松海岸

片山津海岸

位置図

石
川
海
岸

小松海岸

片山津海岸

位置図

石
川
海
岸
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先端技術を駆使した完全無人化施工
柳谷上流砂防えん堤群の整備推進
やなぎだにじょうりゅう

～石川県石川郡白峰村～
しらみねむら

１．事業の概要
１）目 的

柳 谷第３号及び第６号砂防えん堤は、手取川最上流部の柳谷に位置し、白山砂防の足
やなぎだに

元を押さえる基幹えん堤です。

平成８年の出水により、これらの砂防えん堤が倒壊する危険性が生じたことから、この

えん堤の補強を行い、上流側の河床堆積土砂の安定化を図ることを目的としてえん堤下流

側において導流落差工及び既設えん堤嵩上げ工を実施します。
どうりゅうらくさこう

工事箇所は急峻かつ狭 隘な河床内であり、土石流、落石の危険性が大きく、万一の非
きょうあい

常時における避難時間の確保が非常に困難な現場であるため、河床内での作業は完全無人

化による工法を採用し、工事中の安全確保を図ります。

２）全体計画

事業計画：導流落差工、えん堤嵩上げ工、護岸工等

２．事業の経緯
平成８年災害で柳谷第３号砂防えん堤の副えん堤及び第６号えん堤の左岸側流出。

平成８年度及び１０年度に柳谷３号から６号えん堤間を災害復旧。

平成１１年度より水叩き形式の落差工（全体計画11段）による抜本的対策に着手。

平成１４年度 日本初の大型無人クレーン無人化技術開発に着手。１５年度から施工。

３．平成16年度の実施内容
落石等崩壊の危険性が高い左岸側の工事箇所において、無人の大型クレーンを使用した

砂防えん堤工事を実施します。

大型無人クレーンの作業状況

柳谷上流砂防えん堤群
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大野川床上浸水対策特別緊急事業の完成
お お の が わ

石川県金沢市

１．事業の概要
１）目 的

大野川では、平成10年9月22日の台風７号による出水により、金沢市湊地区周辺に
おいて床上37戸、床下77戸の浸水被害を被った他、過去10年間に9回と度重なる浸水
被害が発生しています。
堤防高さ不足による溢水等再度災害の発生を防止するため、平成13年度に着手し

た床上浸水対策特別緊急事業を平成16年度に完成させます。
２）全体計画
全体計画延長 Ｌ=２，０００ｍ（清湖大橋～貯木場水門）

２．平成16年度の実施内容
築堤、護岸を実施し事業を完成させます。

平成10年９月22日出水による浸水状況（金沢市湊地先）

金沢市湊地先築堤の施工状況（平成１５年７月撮影）
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一般国道８号 西念立体(金沢地区交通対策)の完成
さ い ね ん か な ざ わ

石川県金沢市
かな ざ わ

１．事業の概要
金沢地区交通対策は、一般国道８号の金沢市内における交通混雑の解消を図ることを
かなざわ かなざわ

目的とした、金沢市今町から松任市福留町に至る延長約２４．１ｋｍの事業です。
かなざわ いままち まっとう ふくどめまち

２．事業の経緯
昭和６２年度に事業着手し、平成７年度に松島北交差点、平成８年度に田中交差点、

まつしまきた た な か

平成１４年度に西念交差点（海側）の立体化を完成しております。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、西念交差点（山側）の改良及び橋梁工事を推進し、立体化を完成す

さいねん

る予定です。

平成１６年度の供用に向け工事の進む西念交差点立体化
（福井方向から富山方向を望む）
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一般国道470号 穴水道路の整備推進
あ な み ず

石川県輪島市～鳳至郡穴水町
わ じ ま ふ げ し あ な み ず ま ち

１．事業の概要
穴水道路は 高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進めている 能越、 「
あなみず のうえつ

自動車道 (石川県輪島市～富山県砺波市・延長約１００km の一部であり 石川県輪島」 ） 、
わ じ ま と な み わ じ ま

市三井町(能登空港IC)から同県鳳至郡穴水町此木(此木IC)に至る延長約６．２ｋｍの道
み い まち の と くうこう ふ げ し あなみずまち こ の ぎ こ の ぎ

路です。

２．事業の経緯
平成９年度に「能登空港」へのアクセス強化を目的として事業着手し、平成１０年３

の と くうこう

月に当該区間を含む輪島市から穴水町此木間の延長約１７ｋｍについてルート発表、平
わじ ま あなみずまち こ の ぎ

成１１年度に都市計画決定及び用地買収着手、平成１２年度に工事着手し、平成１５年
度に用地買収を完了しております。

３．平成１６年度事業の内容
平成１６年度は、能登空港ICから此木IC間の改良及び橋梁工事を推進します。

早期供用に向け工事の進む穴水道路
（輪島方向から金沢方向を望む）
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無電柱化の推進
一般国道159号 鳴和電線共同溝

な る わ

石川県金沢市

１．事業の概要
鳴和電線共同溝は、道路景観及び都市防災の向上、歩行空間のバリアフリー化による

． 。安心して通行できる歩行空間の確保を目的とした上下線合わせ約１ １ｋｍの事業です

２．事業の経緯
本事業は、平成１５年度から事業着手し、これまでに金沢市街地側の上下線で合わせ

て延長約０．９ｋｍを推進しています。

３．平成１６年度事業の概要
平成１６年度は、残る森山地区約０．２ｋｍについて工事を推進し、事業の完成を目

もりやま

指します。

国道１５９号 整備予定区間（森山地区より七尾方向を望む）

Ｈ１５整備区間Ｈ１６整備予定区間

１７０ｍ



 37

一般国道 305 号 金沢外
か な ざ わ そ と

環状
かんじょう

道路
ど う ろ

（Ⅱ期）の事業着手 
石川県金沢

かなざわ

市～松任
まっとう

市 
 
１．事業の概要 

     地域高規格道路「金沢外環状道路（海側幹線）」は、国道８号や主要地方道松任
まつとう

宇ノ気
う の け

線の慢性的な混雑解消を図るとともに、新県庁舎を始めとする金沢副都心形成を図る
市街地基盤整備の推進を目的とした４車線道路です。 

一般国道 305 号金沢外環状道路（Ⅱ期）は、金沢外環状道路（金沢市戸
と

水町
みずまち

～福増町
ふくますまち

）
の整備に引き続き、海側地域へのアクセス交通の円滑な分散導入と通過交通の適正な

分離を図るため、金沢市福増町から松任市乾町に
いぬいまち

至る延長約４．１ｋｍの事業です。 
 
２．事業の経緯 
   平成６年１２月に地域高規格道路の計画路線として、さらに平成７年８月に同道路
の調査区間として指定され、平成９年７月に都市計画決定しました。 

 
 
３．平成１６年度事業の内容 
   平成１６年度より事業化し、用地買収に着手する予定です。 
 
 

 
上空より金沢外環状道路（Ⅱ期）の事業区間を望む 

一般国道８号 

北陸自動車道 

ＪＲ北陸本線 金沢市 

松任市 

金沢外環状道路（Ⅱ期） 金沢外環状道路 

至福井 
至富山 
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一般国道 416 号 尾
お

小屋
ご や

布
ぬ の

橋
は し

バイパスの完成 
石川県小松市

こ ま つ し

 
 
１．事業の概要 
   尾

お

小屋
ご や

布
ぬの

橋
はし

バイパスは、小松市南東部地域にあるスキー場などのレジャー施設へのア
クセス道路となっている現道沿線住民の安全な生活道路の確保を目的とした、小松市

尾小屋町
お ご や ま ち

から同市布橋町
ぬのはしまち

に至る延長約５．０ｋｍの事業です。 
 
２．事業の経緯 
   本事業は、平成７年度に事業着手し、同年度に用地買収、平成８度に工事着手してお
り、これまでに延長約４．２ｋｍを供用しています。 

  
３．平成１６年度事業の内容 
   平成１６年度は、未供用区間である小松市尾小屋地区（L=約 0.8km）について、トン
ネル等の改良工事を促進し、全線２車線供用する予定です。 

 
 

 
上空より尾

お

小屋岩
ご や い わ

上
がみ

間を望む 

至 小松市街

トンネル工事 

未供用区間 
Ｌ＝０．８ｋｍ

岩上町 

至 勝山市 

尾小屋町 

全体計画Ｌ＝５．０ｋｍ
うち尾小屋岩上間 
Ｌ＝２．１ｋｍ 

現道 R416

起点側 

終点側
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耐震強化岸壁（旅客船ターミナル）の整備推進
七尾港：石川県七尾市

１．事業の概要
大規模地震発生時における緊急物資輸送に対処するために既存施設の耐震性の強

化を行い 併せて観光やレクリェーションの拠点ならびに旅客船ターミナル(水深7.、
5m)として整備を行います。

２．事業の経緯
平成７年度に事業に着手し、整備しているものです。

３．平成１６年度事業の内容
引き続き本体工などの整備促進を図ります。

七尾港旅客船ターミナルイメージパース
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漂 砂 対 策 と 航 路 泊 地 の 整 備 推 進 
金沢港：石川県金沢市 

 
1.事業の概要 

 金沢港では、沿岸漂砂により港内の水深が浅くなるため、毎年埋没浚渫を実施して
いますが、これを抑制するため、防砂堤の整備を行っています。 
 また、入港船舶の大型化が急速に進んでいる一方、現状の航路幅が狭いため、特に
冬期において大型船の操船が難しい状況となっています。このため、航路を拡張し、
大型船舶の航行安全の確保を図ります。 
 
 

2.事業の経緯 
 防砂堤は昭和６３年に事業着手し、整備を進めています。 
また、大浜航路(-10m)は幅員を２００ｍから２８０ｍへ拡幅するために浚渫工事を実
施するもので、平成１２年度に事業着手しています。 

 
 
3.平成 16 年度事業の内容 
 防砂堤は堤体工、上部工、基礎工の整備を推進します。また、大浜航路(-10m)は航
路拡幅部の浚渫を行いその土砂は、金沢港金石地区で整備を進めている廃棄物埋立護
岸内に投入します。 

 
金沢港の現況（平成１３年１１月撮影） 

航路泊地
防砂堤
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恵（自然）と文化（人）に出会う都市公園整備
めぐみ

白山ろくテーマパーク（補助事業）

１．事業の概要

（１）目 的
白山ろくテーマパークは、白山麓の手取川流域に広がる田園景観を背景に、地域の自
然・歴史・文化・伝統工芸にふれあえる広域型レクリェーション拠点を目指して、平成
５年度から整備を進めている広域公園です。

（２）全体計画
１）事業主体：石川県
２）位 置：石川県河内村 吉野谷村 鳥越村・ ・
３）面 積：約１２８．２ｈａ
４）主な施設：公園センター、オートキャンプ場、コテージ村 他

２．事業の経緯
・平成５年度 事業化
・平成１５年度 河内村（吉岡地区）一部開園：４．６ｈａ

３．平成１６年度の整備内容
・河内村（吉岡地区）の公園センターを完成させ同地区を全面供用します。

【計 画 概 要 図】
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七尾第２地方合同庁舎 
－ グリーン庁舎の整備の推進 － 

 
１．事業の概要 
  七尾市内に分散している七尾法務支局と七尾税務署は、行政需要の変化等による狭隘化及び
経年による庁舎の老朽化が進み、行政サービス及び業務効率の低下が生じている状況です。こ
れを解消するため、これらの施設を集約・立体化し、合同庁舎として整備を行います。 
  本庁舎は、国道及び臨港線に挟まれ、七尾港湾地区に隣接した既存国有地の一画に建設を行
うものであり、地球環境に配慮したグリーン庁舎として整備を行います。 

 
 
２．事業の経緯 
  平成１４年度 設計着手 
    平成１５年度 工事着手 
    平成１６年度 工事完成予定  
 
 
３．平成１６年度事業の内容 
  引き続き工事を推進し、平成１６年度中の完成を目指します。 
 
   敷 地 面 積   約５，３００㎡ 
     構造・規模    ＲＣ－４  約４，４００㎡ 
 
 

七尾第２地方合同庁舎完成予想図 
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横川ダム 本体打設に着手 
山形県
やまがたけん

西置賜郡
にしおきたまぐん

小国町
おぐにまち

 
 
1.事業の概要 
1）目的 
① 洪水調節 
（ダム地点の基本高水流量 880m3/s のうち、570 m3/s の洪水調節を行う。） 

② 河川環境の保全のための流量確保 
（ダム地点下流横川及び荒川沿川の既得取水の安定化等のための流量確保。） 

③ 工業用水の供給 
（小国町に対し､最大 7,000 m3/日の工業用水を供給する。） 

④ 発電 
（横川ダムの建設に伴い､新設される横川発電所において､最大出力 6,300kw の発電
を行う。） 

2）ダム諸元 
○ダム形式：重力式コンクリートダム   ○ダ ム 高：72.5m 
○堤 体 積：約 27万 m3                 ○総貯水容量：2,460 万 m3 

 
2.事業の経緯 
  ○昭和 62 年度    実施計画調査着手 
  ○平成 2年度      建設事業着手 
  ○平成 3年 3月     基本計画告示 
  ○平成 3年 12 月   補償基準妥結 
  ○平成 13年 11 月   付替道路の主要地方道川西小国線供用 
   ○平成 15年 3月    横川ダム本体建設第Ⅰ期工事発注  
 
3.平成 16 年度事業の内容 
 ダム本体工事を推進し、堤体コンクリート打設に着手するとともに、放流設備関係の製
作据付を実施します。 

基礎掘削の概成した横川ダムサイト 
（右岸から左岸を望む：平成 15年 12月撮影） 
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穏やかな流れへのプロジェクト
～阿賀川下流狭窄部改修を推進～

き ょ う さ く ぶ

阿賀野川水系阿賀川（福島県河沼郡会津坂下町）
か わ ぬ ま ぐ ん あ い づ ば ん げ ま ち

１．事業の概要
１）目 的
阿賀川下流の狭窄部は、川幅が狭く流下能力が少ないため、古くから会津盆地の水害の原因ともな

っており、昭和57年９月の戦後最大規模の洪水では、沿川に大きな被害をもたらしました。
そのため、昭和58年から阿賀川下流狭窄部改修事業に着手し、平成10年度に泡の巻地区改修を完成

あわのまき

し、引き続き津尻地区の河道掘削に着手しています。
つ じ り

２）全体計画

河道掘削、護岸 等

２．事業の経緯
平成10年度に泡の巻地区改修事業を完成し、引き続き平成11年度より津尻地区の改修に着手してい

ます。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、会津坂下町津尻地先において河道掘削を実施し、早期完成にむけて事業を推進しま

す。
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百々川樋門改築に着手
ど ど が わ ひ も ん

～老朽化施設の解消及び治水安全度の向上～
信濃川水系千曲川（長野県須坂市）

す ざ か し

１．事業の概要
１）目 的
千曲川と支川八木沢川の合流点に設置されている百々川樋門は、昭和９年の設置以降、約７０年が

経過し、樋門本体のクラックの発生や鉄筋の露出等、老朽化が著しく進行しています。また、長野県
が実施中の八木沢川改修の計画流量に対して流下能力不足となっており、こうしたことから、老朽化
施設の解消と流下能力の向上を図ることを目的として、百々川樋門の改築に着手します。

２）全体計画
樋門改築、堤外水路 等

２．事業の経緯
平成16年度より「特定構造物改築事業」に採択され、改築事業に着手します。

３．平成16年度の実施内容
平成16年度は、樋門本体の詳細設計及び用地取得に着手します。

老朽化が進んでいる百々川樋門

千曲川

八木沢
川

須坂市相之島地区湛水状況
昭和５８年９月２９日１０時頃

百々川樋門
千曲川千曲川

八木沢
川

八木沢
川

須坂市相之島地区湛水状況
昭和５８年９月２９日１０時頃

百々川樋門百々川樋門
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観光振興に資する砂防事業の推進
平湯川砂防樹林帯の整備推進
～岐阜県吉城郡上宝村～

１．事業の目的
１）目 的

砂防樹林帯は、川の中にある樹木の力により、洪水の時土砂が流れないように、また上

流から流れてきた土砂を止めることを目的として計画します。

平湯川も、この良好な自然の木々をそのまま樹林帯として取り込み、現在の自然をでき

るだけ変えないで、上流の「しのぶ砂防えん堤」と一体となった、自然環境を生かした砂

防施設として整備するものです。

、 、 、 。現在の堤防では 大洪水の際には土砂が堆積して 下図のように あふれてしまいます

そこで、現在の堤防の背後に新しく導流堤を建設し、河幅を広げます。

２）全体計画

事業計画：流路延長１５００ｍ、床固工、帯工、導流提

２．事業の経緯
平成10年度 事業着手

３．平成16年度の実施内容
・帯工３基、導流提

計画完成後の断面図

平湯川樹林帯計画箇所

昭和33年７月災害 村上橋流出

村上橋
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福井港海岸 直轄海岸事業に着手 
福井港海岸：福井県福井市 

         福井県坂井郡三国町 
 
1.事業の概要 
 福井港海岸では既存護岸前面で侵食が生じており、さらに日本海特有の冬季風浪と
も相俟って、護岸前面消波ブロックの飛散による被災、越波による被災及び護岸背後
水叩きの陥没被災が続いています。 
このため、国民の生命・財産を守り国土保全を図ることを目的として、既存護岸の
改良及び離岸堤の整備に着手します。 
 
2.事業の経緯 
 平成１６年度 調査・設計着手 
   平成１７年度 工事着手予定 
   平成２９年度 工事完成予定 
 
3.平成 16 年度事業の内容 
 平成１６年度は、早期現地着手に向けた調査・設計に着手します。 
 
 
 

 

離岸提 2,140m 

護岸 2,600m 
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耐震強化岸壁の整備に着手 
敦賀港：福井県敦賀市 

 
1.事業の概要 
大規模地震が発生した場合、敦賀市の市街地からのアクセスが容易であり、避難地として
利用できる金ヶ崎緑地に隣接する蓬莱・桜地区の既設岸壁(-5.5m)の耐震性の強化を図り、災
害直後における緊急物資の海上輸送を円滑に行えるようにします。 
 
 

2.事業の経緯 
平成１６年度 土質・設計、工事着手予定 

  平成１８年度 工事完成予定 
 
3.平成 16 年度事業の内容 
 土質調査・設計及び工事着手を予定します。 
 

 
 

岸壁(-5.5m)(改良) 

金ヶ崎緑地＜供用 H15.3＞

敦賀港航空写真(平成 15年 10月撮影)
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新規施策紹介 

まちづくり交付金について 

 
事業の概要 
 まちづくり交付金は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かした地域主導の個性あふれ

るまちづくりを実施し、都市の再生を効率的に推進することにより、地域住民の生活の質の向上

と地域経済・社会の活性化を図ることを目的として、平成１６年度に創設された新たな助成措置

である。 
平成１６年度当初予算では、９，０８０百万円（内訳：新潟県４，３７５百万円、 
富山県１，２３９百万円、石川県３，４６６百万円）を予算化している。 
 
 




